
令和５年砺波市教育委員会第８回定例会議事録 

 

１　開会及び閉会に関する事項 

　　開催日時　　令和５年８月２２日（火）　午前１０時２９分～午前１１時２８分 

　　開催場所　　砺波市役所　東別館会議室 

 

２　教育長及び出席委員の氏名 

　　白江　勉、林　克彦、齋藤　正樹、信田　千春、岩﨑　納子 

 

３　会議に出席した者の氏名 

　　森田　功（事務局長）、河合　実（教育総務課長）、老　雅裕（こども課長）、三井　康司（生 

涯学習・スポーツ課長）、北島由紀子（教育センター所長）、近藤美恵子（小学校長会長）、 

柳原　清美（保育所・認定こども園・幼稚園長代表）、肥田　啓生（教育総務課主幹）、大 

浦　昭子（教育総務課庶務係主査） 

 

４　会議に付した事項 

（１）前回議事録の承認 

（２）教育長報告 

　　　・事務局（教育総務課、こども課、生涯学習・スポーツ課）から 

（３）議事 

　　ア　議決事項 

　　　・議案第２９号・・・砺波市議会の議決を経るべき議案について 

　　　・議案第３０号・・・かいにょ苑あり方検討委員会委員の委嘱について 

 

イ　報告事項 

　・報告１９・・・砺波市子ども食堂事業費補助金交付要綱の一部改正について 

　　　・報告２０・・・砺波市文化会館再整備検討委員会委員の委嘱について 

　　　・その他・・・・教育関係機関所管事項について 

（教育センター、小・中学校、保育所・認定こども園・幼稚園） 

 

５　会議の要旨 

 教育長 令和５年砺波市教育委員会第８回定例会の開会を宣言する。 

暑い日が続き大変な毎日子供たちは夏休みをどう過ごしているのか 

心配になる。間もなく学校も始まるが中学校では全中が開催されて 

おりバレーボールで庄川中学校が決勝トーナメントに進んだ。頑張 

ってほしい。明日は高校野球決勝戦が行われるが全中関連の話で、 

仙台育英高校の須江監督は２０１４年に全中の野球で優勝、その後 

高校野球に移り昨年優勝、全中と高校と両方優勝させた初めての監 

督である。この方の素敵なところは全部員にメンバー入りのチャン 

スがあることを示し、実際に多くの選手が勝利に貢献することによ 

りチーム全体の幸福度を上げている。ポリシー、軸をはっきりと持 



 った方、また慶応高校の森林監督も自ら考える野球を実践している。 

慶応は推薦枠で野球が優れているから入れる訳でもなく、スポーツ 

推薦枠には野球に限らず１０人程度、内申はかなり高くないと入れ 

ない。子供たちがここを選ぶのは慶応高校に入った後自ら自分たち 

で考えて野球ができる環境を求めて入ってくる。髪型が話題になっ 

ている中、両校とも子供たちの主体性を大事にして勝ち上がってい 

る、高校野球もここまで変わってきた。砺波市の目指すところと重 

なる。自立した学習者を育てることを目標に子供たちに委ねて授業 

をやっていこうと少しずつ変わってきている。校長会や教頭会でも 

話をしているが、課題を提示した後に子供たちが自分の方法で調べ 

分からないときには自由に立って動ける安心感を市内小中学校共有 

しながらやっていく。園のほうでは元々その辺を大事にやっている。 

委員の皆さんにも見ていただきながら、２学期さらに進めていく。

 それでは、前回議事録の承認について諮る。

 教育委員 

教育長 

教育総務課長

異議なし。 

第７回定例会から今日までの行事等報告を求める。 

＜総括的事項について報告・説明＞ 

＜教育総務課所管分の事業について報告・説明＞

 こども課長 ＜こども課所管分の事業について報告・説明＞

 生涯学習・スポーツ課長 ＜生涯学習・スポーツ課所管分の事業について報告・説明＞

 教育長 ここまでで質問はあるか。

 齋藤教育委員 県児童福祉施設等指導監査６園と、オンラインによる監査が４園あ 

るが実際にどのように実施するのか。今後オンラインになるのか。

 こども課長 

 

 

 

 

教育長 

教育委員 

教育長 

 

教育総務課長 

こども課長 

生涯学習・スポーツ課長 

 

教育長 

齋藤教育委員 

 

こども課長 

 

教育長 

オンラインか否かの違いは、昨年の指導監査において指摘が少なか 

った施設については今年度はオンラインで行い、今後移行していく 

かについては現段階では未定。また指導監査の受け方については、 

事前に提出した資料に基づき聞き取りを行う形式で園長と園長代理 

が対応する。 

ほかに質疑はあるか。 

質疑なし。 

議事に移る。 

議案第２９号について説明を求める。 

説明＜　　　　　　　補正予算所管課分　　　　　　　　＞ 

説明＜　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　＞ 

説明＜　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　＞ 

説明＜　　砺波市文化財保護条例の一部改正について　　＞ 

質疑はあるか。 

医療的ケア児保育支援事業費補助金が計上してあるが具体的にはど 

のような補助になるのか。 

医療的ケア児の受け入れ側の設備については特に何もする必要がな 

く看護師の配置と、備品購入の費用について国の補助を受ける。 

ほかに質疑はあるか。 



  

生涯学習・スポーツ課長 

 

教育長 

教育委員 

教育長 

教育委員 

教育長 

こども課長 

 

 

生涯学習・スポーツ課長 

 

教育長 

齋藤教育委員 

こども課長 

 

 

 

教育長 

教育委員 

教育長 

教育センター所長 

小学校長会長

議案第３０号について説明を求める。 

説明＜議案第３０号　かいにょ苑あり方検討委員会委員の委嘱につ 

いて＞ 

質疑はあるか。 

質疑なし。 

議決してよろしいか。 

全員賛成。 

次に、報告事項の説明を求める。 

報告１９から報告２０まで一括して説明を求める。 

説明＜報告１９　砺波市子ども食堂事業費補助金交付要綱の一部改 

正について＞ 

説明＜報告２０　砺波市文化会館再整備検討委員会委員の委嘱につ 

いて＞ 

質疑はあるか。 

子ども食堂の改正事項で２４回未満のところがあるのか。 

定期的に年間２４日間開催できない場合があるということ、今後も 

継続して支援が必要であることから回数要件を撤廃し設立・促進を 

図るため、市の要綱についても県要綱の改正内容に基づき一部改正 

を行うもの。市内の方からは日数が短いなどの話は出ていない。 

承認してよろしいか。 

全員承認。 

次に、教育関係機関からの報告を求める。 

＜教育センター所管事項について報告・説明＞ 

＜小学校・中学校所管事項について報告・説明＞

 保育所・認定こども園・幼稚園代長 

教育長

＜保育所・認定こども園・幼稚園所管事項について報告・説明＞ 

質疑はあるか。

 齋藤教育委員 夏休み中の放課後児童クラブでプールが猛暑のため中止になってい

る。外に出られずプールも入れず子供も指導員も大変苦労している。 

新聞にはプールの時間帯を工夫するなどの掲載があった。話は変わ 

るが庄川中バレーボール部は普段から礼儀正しく生き生きと練習し 

ていると地域から聞き試合結果に繋がっていると思い嬉しかった。

 林教育長職務代理者 

 

 

 

教育センター所長 

 

教育長 

 

 

岩﨑教育委員 

 

タブレットの持ち帰りについて保護者と話をする機会があったが、 

１０人中６人の親は子供が持ち帰っていることを知らなかった。話 

は変わるが夏休み中タブレットを使ってどんな課題や活用をしてい 

たかを調べて参考になるものがあればよい。 

ＩＣＴの活用については教育センターホームページに指導法の例を 

今年度から市や県、国の活用事例を載せていく。 

２学期からはタブレットを毎日持ち帰ることで共通理解している。 

タブレットが増えたから重くなることがないように教科書等は置い 

ていってもよいことを１学期末に伝えた。 

インクルーシブ教育（共生社会）の文字をよく目にする。いろんな 

人がいていろんな人のことを考えて教育していくことはとても大事 



  

教育センター所長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

教育長 

事務局 

 

 

 

 

教育委員 

教育長

なこと。 

インクルーシブ教育と特別支援教育、特別支援教育は特定の支援を 

必要とするお子さんだけではなく全員に優しい教育、簡単に言うと 

今日やることを黒板の隅に書くだけでみんなが見通しを持てる、園 

でもやっているが市ではこの点を進めており７月２６日に特別支援 

教育研修会を砺波市中心に行った。各学校の管理職や特別支援教育 

コーディネーター、インクルーシブ教育や特別支援教育を進めてい 

る方々に受講していただき授業に生かしてもらっている。 

多様性を受け入れる子供に育つと大人になった時にいろんな人がい 

て、助け合い助けを借りてやっていくのが当たり前になる。木村泰 

子先生（大空小学校初代校長）にも２年連続で来ていただき校長研 

修を行い学んでいる。次年度も来ていただく予定。関連して、宿題 

について、一律の宿題は必要かを校長会に投げかけている。保護者 

の考えもあるが持ち帰る宿題について授業がこれだけ変わってきて 

いる中、子供たち主体でやっていく中で、昔のティーチングであれ 

ば教え込んだことについて分からないところがあれば宿題を課すこ 

とになるがそこを改革し自分が主体的になって自分の学びでそこを 

補完する、自分で考えてやっていく子供でないと多様性にも全部に 

関わってくる。多様な子供たちがいたときに自分はどう関わるのか、 

先生が、大人が、親がこうしなさいと言ったから動くのではいけな 

い。教員も経験（歳）を重ねるほど宿題の考え方にも「こうしなけ 

ればいけない」の考え方があり柔軟な対応が難しいが、やはりそう 

だ、という考えを持って意識して時間をかけながら進めていく。 

意見交換に移る。 

特になし。 

それでは次回以降の開催日について。 

次回、令和５年第９回定例会を令和５年９月２６日（火）午後２時 

から開催したい。 

令和５年第１０回定例会を令和５年１０月２５日（水）午前１０時 

３０分から開催したい。 

いずれも場所は、この東別館会議室で行うこととしたい。 

了承。 

令和５年砺波市教育委員会第８回定例会の閉会を宣言する。


